
7

ぬ ま づ 議 会 だ よ り

沼
津
市
多
目
的
展
示
イ
ベ
ン
ト�

�
施
設
条
例
の
制
定

　

多
目
的
展
示
イ
ベ
ン
ト
施
設
（
キ
ラ

メ
ッ
セ
ぬ
ま
づ
）
の
設
置
及
び
管
理
に

つ
い
て
、
条
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

沼
津
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の�

�

一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市

た
ば
こ
税
の
税
率
の
変
更
及
び
変
更
に

係
る
経
過
措
置
を
規
定
す
る
ほ
か
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

各
種
議
案

沼
津
市
印
鑑
条
例�

�

及
び
沼
津
市
手
数
料�

�

条
例
の
一
部
改
正

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止

及
び
住
民
基
本
台
帳
法
の

改
正
に
伴
い
、
外
国
人
の

印
鑑
登
録
に
係
る
規
定
を

改
め
る
ほ
か
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
人
事
案
件
〉

人
権
擁
護
委
員

　

平
成
二
十
四
年
九
月
三

十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
神
田
町
在
住
の
内う
ち

田だ

文ふ
み

喬た
か

氏
、
山
王
台
在
住

の
内う
ち

野の

佐さ

惠え

子こ

氏
、
大
岡

在
住
の
青あ
お

木き

峯み
ね

子こ

氏
及
び
井
出
在
住
の

栗く
り

田た

惠け
い

市い
ち

氏
の
再
任
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

平
成
二
十
四
年
十
月
九
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
松
沢
町
在
住
の
工く

藤ど
う

達た
つ

朗ろ
う

氏
及
び
真
砂
町
在
住
の
細ほ
そ

沼ぬ
ま

早さ

希き

子こ

氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員

　

平
成
二
十
四
年
十
月
九
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
大
平
在
住
の
岩い
わ

﨑さ
き

豊ゆ
た
か

氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
二
十
件
の
議
案
が
報
告
、

承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　　会　派

議　案　　　　　

志

政

会

市
民
ク
ラ
ブ

新

政

会

未

来

の

風

公

明

党

自

民

沼

津

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

議

決

結

果

沼津市税賦課徴収条例の一部
改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可

決

沼津市多目的展示イベント
施設条例の制定 ○ ○ ○ × ○ ○ × 可

決

専決処分の報告及びその承認
（沼津市税賦課徴収条例の
一部改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ × 承
認

会派別　賛否が分かれた議案一覧

会派別構成 ( 平成 24 年 8 月 1 日現在 ) 

現在、市議会は 7 会派により構成されています。
（○は代表者）

[ 志　政　会 ] [ 市民クラブ ] [ 新　政　会 ]
○浅　原　和　美 ○渡　部　一二実 ○岩　崎　英　亮

加　藤　明　子 深　田　　　昇 渡　邉　博　夫

髙　橋　達　也 梶　　　泰　久 千　野　慎一郎

頼　重　秀　一 原　　　信　也 伊　藤　正　彦

加　藤　元　章 二　村　祥　一

深　瀬　　　勝 鈴　木　秀　郷 [ 自�民�沼�津 ]
真　野　彰　一 ○水　口　　　淳

[ 未�来�の�風 ] 植　松　恭　一

[ 公　明　党 ] ○殿　岡　　　修

○長　田　吉　信 山　下　富美子 [ 日本共産党沼津市議団 ]
片　岡　章　一 江　本　浩　二 ○川　口　三　男

城　内　　　務 梅　沢　　　弘 山　崎　勝　子


